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国民の声を国会に届け、廃案に道を開こう！
野党7会派は７日(火)、消費税増税法案をめぐり、内閣不信任案と参院で問責決議案を提出し、政局はいよいよ混乱しています。8日の昼休み国会前集会（4団体共同）には1500人がつめかけ、各界連・中央社保協共催の国会内集会は200人を超える人で会場があふれました。「消費税増税の反対するアピール」のよびかけ人で主婦連会長の山根香織さんは「何のための増税かわからない。このたたかいで新しい日本の道すじをつけましょう」とあいさつしました。日本共産党委員長の志位和夫衆院議員、「国民の生活が第一」幹事長代理の木村たけつか衆院議員が連帯あいさつし、参加者を励ましました。
明日9日は長崎の原爆慰霊式典に主要閣僚が参加するため、本会議での採決は10日になる見込みです。議員要請でも、民主の造反組や新人議員が揺れ動いている様子です。「毎日全国から寄せられるファクスが3センチを超える」と話す秘書もおり、全国からのファクス・メールが絶大な効果をあげています。やれることをやりきって、廃案への道すじを広げましょう。 
９日(水)、10日（木）も国会要請行動を行ないます。
12時15分～参議院議員面会所で打ち合わせ後、国会要請。10日は傍聴行動も取り組む予定。
＜国会議員要請行動より＞

●田野瀬良太郎議員（衆・自民）自民党幹事長代理。地元奈良の代表団に、議院会館は不在だったが「自民党本部に来てもらえれば」との事で自民党本部幹事長室を訪ね本人と面会。「６党が消費税法案を不信任案で飛ばそうとしている。自民党も不信任案の提出を検討中。民主党に30名以上の造反者を抱えたままで３党合意を進めることはできない。自民党の支持率も下がっている。個人的に消費税増税は景気回復後と考えている。消費税実施までにどれだけ景気が回復できるかが問われる。不信任案が出されたら、反対するわけにもいかず微妙な状況だ」。面会で国民の動向を知りたかった様子。電話がじゃんじゃん鳴っており、落ち着かない雰囲気。

●大西孝典議員（衆・民主）「不信任案が出ても賛成はできない。志位さんの主張はすじが通っていると思う。自民党のやり方には不満がある」

●前川清成議員（参・民主）「消費税増税は、もっと無駄を削ってからとの思いもあるが、実際に上がるまでに2年あるから審判はそこで問えばいい。今回の増税案には賛成」
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「国のため粛々と」経団連会長、増税法案の成立求める- 朝日新聞デジタル（2012/8/8　15：23）
　経団連の米倉弘昌会長は８日、消費税関連法案をめぐって政局が緊迫化していることを受けて急きょ記者会見し、法案の早期成立を求めた。「党利党略に走らず、国のために３党合意の通り、粛々と進むよう切望する」と話した。法案の成立が遅れた場合について、米倉会長は「将来を担う世代にも悪い影響を与えかねない。わが国の財政に対する不信を招く」と懸念を表明した。
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